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男 子 精 通 現 象 に つ い て

一発達加速現象の観点 よ り一

1.初 め に

青年期(Adolescence)は,個 人の発達 段階 の一 つ として,独 自の役割 を果 してい る こと

が認め られてい る。青年期は幼少 期か ら成 人期への移行 段階で あ り,い わ ば個人が幼少期 を

脱 脚 し,成 人 として社会か ら認知 きれ るための学習期間で ある。 これ は単 に人 間の個体発生

において認 め られ るのみで な く,動 物 に も青年期が あ るとい われ る5)12)。

Horrocks,J.E.(1954)15)に よ れば,青 年 期 の始 ま りは生理学的に定義 きれ,そ の 期 間

と停止 は心理学的に定義 きれ る。青年期 の開始 は,現 象 的には青年期成長 スパー ト(Adoles-

centGrowthSpurt)及 び,第 二次性徴(SecondarySexCharacteristics)の 発 現が指標

としてよ く用い られ る。 しか し,い つ成 人に達 す るのか は,社 会,文 化,時 代差等が存在 し

明確な定義は存 在 しない。む しろ,青 年期 の期間 は見方 によって様 々な定義が可能 だ とい っ

た ほ うが よ り適切 で あろ う。

青年期 開始 の指標 の一 つが第二次性徴 の現 われであ るとい うことは,重 要 な意味 を もって

い る。青年 期の特徴 の一つは 性(Sexuality)の 発 達 にあ り,性 成熟が進行す る一方で,性

の衝動 の解放が 社会 的には公認 きれない とい う一側面 を有す るか らで あ る。

青年期 は,急 速 に変化 しつつあ る現代 社会 にあって,老 年期 とともに,大 きな変貌 を遂 げ

つつあ る時期で ある とい え る。一方で いわゆ る発達加速現象(Acceleratiol1,SecularTrend)

の進 行 に伴 ない3)19),青 年 期開始の時期が早 ま り,他 方で は学習 内容 の増大 とそれ に並行 し

た高学歴社会 の進行 とと もに,就 学期 間が延長 され る結果,成 人 として認知 され るのが遅 く

なって きてい る。 この青年期 の拡大は現代 の人間像 の理解 に大 きな問題点 を投 げか けてい る

といえよ う。

発達加速現象 の結果,人 間の成長 と成熟 の速 度が早まってい るとい う事実,さ らに,そ の

速度 の早 ま りの影響が大 きいのは,少 年期 後期 か ら青年 期初 期 として の思春期(Puberty)に

か けてで ある とい うMeredith,H.V.(1976)23)の 指 摘は,と りわ け青少年 の問題 を考 える

際に意 味を もって くる。

Gavan,J.A.&Swindler,D.R.(1966)11)は,霊 長類 は系統発生 の過程で,主 として成

長 可能な期間 を変化 させ る ことに よって多様化 して きた と主張す る。言い換えれ ば,成 長期
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間,養 育期間の延長が,今 日の人間像を形成する要因の一つとなっているのである。さらに

Laird,A.K.(1967)18)は,人 間が進化的にみて,今 日の繁栄を勝ち取った一つの理由は,ゆ

っ くりとした成長期である少年期の延長にあると指摘する。成長と成熟の前傾,早 期化,そ

れに伴なう少年期の短縮は,人 間本来の傾向に逆向するものであるといわなければな らない。

発達加速現象に伴な う成長,成 熟系の変化の中で も,と りわけ生理的性成熟の前傾は,青

少年の性,き らには人間における性の在 り方そのものを考える際に重要な問題と な っ て く

る。青年期にあって初めて,性 の生物学的,心 理学的,社 会学的側面の相互作用が明 らかに

なって くるのである。前田(1970)20)は,以 下の様に述べている。「人間の衝動体制は,生 物

学的に本来無形式(amorph)で あ り,可 塑的であるゆえに社会的ノルムや諸形式によって

制度化 され,パ ターンづけ られ,超 個体的な存在に形成 されるのである。」またGehlen,A.

(1961)13)の指摘によれば,人 間は衝動過剰な欠陥存在である。このよ うな主張を前提とすれ

ば,現 代的状況においては,性 の衝動の解放が,身 心が不調和で人格的に未熟な段階で行な

われる危険性が高いのである。

上述の危険性は,特 に男子にあてはまるよ ラである。男子の性は能動的であ り,精 通初発

後直ちにその性衝動は欲求化する。Kinsey,A.C.(1950)17)に よれば,男 子は精通後一年以

内に何 らかの形で定期的な性行為を営むよ うになるのである。男子の精通はまさに,そ の後

の性行動,性 生活の出発点であり,男 性としての自己確認の第一歩であるといえよ う。 この

具体的な性行動の開始とい う側面において,男 子の青年期は,女 子の青年期よ りも,意 味深

い ものである。 これに比べ,女 子の青年期における性衝動の解発は,男 子ほど明確ではな

い。

生理的性成熟の開始は,男 女でそれぞれ異なった意味を持ち,個 人の発達に重要な影響を

与えるものであると考えられる。 とりわけ,初 潮 と精通は,た とえ両者が,生 物学的に,ま

た社会 ・文化的に,明 確な受胎能力,授 精能力の直接的な発現を示す ものでなくとも,性 的

成熟開始の指標 として意義深い ものといわなければならない。初潮現象に関しては,そ の重

要度が従来か ら認め られ,多 くの資料が積み重ね られて きているが,男 子の精通現象に関し

ては余 り関心が寄せ られていないのが現状である。

ここでは,女 子の思春期における最 も顕著な現象としての初潮に対応するものとして,男

子の精通現象を取 り上げ,従 来,初 潮の研究に用い られて きた分析法を適用することによっ

て,両 者の相違,発 達的意義を明 らかにしよ うとする。

皿.問 題 点

本研究の主要 目的は,思 春期における生理的変化として,女 子の初潮に相応すると考えら
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れる男子の精通現象に焦点を当て ることにある。精通に関しては,こ れまで国内 で は 澤 田

(1975)26),多 田(1976)28>の 研究があり,欧 米でKinsey,A.C.(1950),Ramsey,G.V.

(1943)25)等の調査が散見される程度である。 またKinseyの 膨大な資料 も既に現代的な資

料 とはいえなくなってい る。

従来,男 子の思春期にあって,女 子の初潮に対応す る現象はないとされる場合が多 く7)16),

精通現象はどちらか といえば等閉視 されて きた。Ki且sey17)は,「 これまで公にされた年少の

少年に対す る研究には,青 年期における全発達中最 も重要なものである最初の射精の発生に

関するデータが,全 く欠けていた」 と主張 している。この事情は現在で も余 り変化 していな

い。多くの青年期の研究書,思 春期の性的変化を取 り扱った文献において も,精 通現象はほ

とんど言及されていないか,無 視 されている。発達加速の進行 とい う現代的状況にあって,

男子の性成熟,と りわけ精通に関す る問題点は以下の通 りである。

i)精 通時期に関して

上述の様に,精 通に関しては,Kinsey等 の研究を除いて綿密な組織的調査があまり行な

われておらず,現 在の平均的な精通年齢す ら確実に把握 されていないのが現状である。男子

の思春期を画するものとして,精 通時期の平均像を確認す ることが必要である。 これまで,

身長,体 重等の成長速度 ピーク年齢は,女 子のほ うが約2年 早いため,精 通の平均年齢 も初

潮に約2年 遅れ るのではないか と考えられてきたが,精 通 と初潮の平均年齢の差を確認する

必要がある。 この両者の年齢差は,女 子の成長曲線が一時的に男子のそれを上回る交差現象

とともに,思 春期を理解する一つの鍵であると思われる。(図2参 照)

女子初潮年齢は,個 人の発達的指標 としてのみならず,発 達加速現象を如実に示す指標の

一つとして知 られて きている。Tanner,J.M(1962)30)に よれば,欧 州諸国の平均初潮年齢

は,1830年 代か ら1960年代にかけて10年に4ヵ 月の割合で前傾し,現 在13才 前後にあると推

定 され,日 本においても,昭 和36年 か ら昭和52年 にかけて,13歳2.6ヵ 月か ら12歳6.0ヵ 月

に変化し,短 期間に著しい前傾傾向を示してい る27)。この日本の全国標本の平均初潮年齢12

歳6.0ヵ 月は,日 本の女性が世界的にみて1)16)最も早熟傾向を示す集団の一つであることを

示している。では男子精通年齢 も初潮年齢 と連動す る形で,発 達加速現象,特 に世代差 とし

ての年間加速現象を示し,時 代的に前傾しているのであろ うか,い まのところ精通年齢の前

傾は確認 きれていない。 もっとも精通同様,男 子の思春期変化の一つである,声 変わりの年

齢が時代的に早まってい るとい う指摘は存在す る6)。

ii)季 節効果(seaso且aleffect)

環境要因は人間の成長に重要な役割を果していると考えられる。その環境要因の一つとし

て季節変動(seasoRalvariation)を 挙げることができよ う。従来か ら来潮に関しては,日 本

では8月,4月,1月 に多い とい う傾向か ら示 されているが14)22)27),精通に関しては,全 く
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資料が存在しない。初潮のよ うな明確な季節変動が精通にみられるか どうか問題である。一

般に,季 節変動を問題にする場合,月 単位で分析がなされる31)。ここでは精通の月別生起率

の季節的変動を季節効果と称する。

iii)初 発形式について

精通現象には,初 潮にはみ られない初発形式の多様性があり,様 々な契機によって精通が

生起する可能性を有 している。このため,Ki皿sey報 告のように,自 慰形式が多数を占める

のか,そ れとも,日 本独自の傾向が存在するのかが不明確である。 きらに,こ の初発形式の

多様性が,心 身の発達にどのよ うな影響を与えているかが問題 となる。

iv)精 通 と身体発達

性成熟 と青年期成長スパー トが関連していることは,動 物において も指摘 きれてお り5)32),

初潮と青年期成長のスパー トの関連につれてしばしば分析がなされている。このため精通と

身体発達,特 に青年期成長 スパー トの関係を分析す る必要がある。 これに関しては,澤 田

(1975)26)の研究があ り,以 下にその要約を述べてお く。

a)男 子精通現象における初発形式の差異 と個人の体型には相関がある。自慰初発形式は

肥満傾向であ り,遺 精初発傾向は調和的成長加速型,夢 精初発形式は成長遅速型で痩長傾向

にある。

b)男 子精通年齢は,そ の初発形式により差異が示唆きれる。精通年齢の早遅は,自 慰初

発形式では体重成長 と体型 と相関する。夢精初発形式において,精 通の早遅 と身長成長 と体

重成長 と相関す る。 これら自慰,夢 精初発形式 と身体成長の関連は女子の初潮の場合 と類似

した傾向を示す。 これに対して,遺 精形式における体型 と精通時期の相関は,初 潮の場合 と

逆に,痩 長体型に傾 くほど初発年齢が早い。

c)自 慰,及 び遺精初発形式においては,精 通時身長,体 重は精通年齢によって大 きく変

化する。夢精初発形式においては,精 通時身長,体 重は,精 通時年齢の早遅によらずほぼ一

定の水準であった。

d)精 通年齢と身長,体 重の成長速度 ピーク年齢は正の相関関係にある。初発形式別にみ

ると,身 長と体重ともに正の相関関係を示すのは自慰初発形式のみである。身長に関しての

み夢精初発形式においてこの正の相関関係が認められる。

e)男 子の精通年齢,と くに自慰初発形式に特徴的なことは,身 長,体 重の最大発育年に

精通が多発することである。

以上 の結果 を再確認す る こと も,本 研究 の目的 の一つで ある。体型 の分析に は,や は り澤

田(1975)に 従 い,肥 痩係数 もし くはLivi指 数 の変形(103・ ザ 体重(kg)/身 長(cm)を

用 いナこ。
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皿:.方 法

本研究は昭和52年 か ら56年にかけて,質 問紙法によって調査した以下の資料を分析したも

のである。

i)調 査内容

生年月日と精通の有無,ま たその時期(初 発年齢)と 初発形式(自 慰,遺 精,夢 精,そ の

他)を 調査し,同 時に小学校以来の4月 定期身体検査の結果を身体成長の資料として得た。

iD調 査対象 と調査時期

調査対象は以下の中学校3年 生男子の全員である。

Yu中 学(愛 媛県松山市)

Es中 学(岩 手県江刺市)

To中 学(熊 本県熊本市)

Yo中 学(鹿 児島県鹿児島市)

Fu中 学(和 歌山県和歌山市)

N=228名,昭 和52年4月 ～5月(女 子 .N=184名)

N=125名,昭 和52年6月 ん8月(女 子N=104名)

N=57名,昭 和52年7月(女 子N=51名)

N=237名,昭 和53年3月(女 子N=193名)

N=92名,昭 和56年1月 ～2月(女 子N=97名)

本論文では主にYu中 学の分析結果を用いた。なお各調査 ともほぼ同時に女子の初潮調査

を,中 学3年 生全員に実施 している。また精通の時期に関しては,昭 和53,54年 に人間科学

部行動学研究室が実施した 「生活意識調査」(調 査A)と 「青少年の性に関する意識調査」

(調査B)か ら,小 学6年 生か ら中学3年 生の資料を附加した注1)。 季節効果の分析では調

査Aの 小学6年 生 より大学生の結果 を累積したものを用いナこ(男 子1,179名,女 子1,355

名)。

IV.結 果 と考 察

i)初 発形式について

精通は初潮と異な り,様 々な初発形式を伴な うのがその特徴である。本研究では,自 慰,

遺精,夢 精,そ の他の4項 目で質問したため,分 析は自慰,遺 精,夢 精の3項 目について行

なっだ。Khlsey17)は 初発形式についてきらに細か く,自 慰,夢 精,異 性 との性交,同 性愛

的接触,自 然的射精,ク ライマックスに至る愛撫,他 の動物 との接触を挙げている。

射精は,そ の契機によって2種 に大別 きれる。一つは,自 慰 と性交によって代表きれるも

ので,随 意性,能 動性を伴な うものである。 他は初潮同様本人の意志 とは無関係に,い わ

ば生理的,自 然発生的に射精す る場合で,こ れには遺精 と夢精がある。遺精(i且volUIltary



78

emissio且,diurnalpollution)に は,覚 醒時遺精,昼 間遺 精があ り,こ れ はわ ず か の 物

的,精 神的な性刺激に よって射精す るもので ある。 夢 精(nocturnalpollution,皿octurnal

emission)は,睡 眠中に 自然に射精が生起す る もので,通 常,性 夢(sexualdream)を 伴

な うといわれてい る。 これ ら初発形式 の多様性が,身 心 の発達 に何 らか の影響 を与 え.ると考

え られ る。特 に精通 に際 しての意図性,能 動性 の有無 と程度が,重 要で あ ると思 われ る。図

1は,本 研究 の初発形式 の分類結果 と比較 資料 を図示 した ものであ る。本 資料 に限れば,自

慰形式 は少 ない もので は,To中 の2.1%,多 い もので もFu中 の42.4%に す ぎな㍉㌔ 遺 精

自 ↓慰 遺 ↓精 夢 ↓精 その他
ウ

Yu中

(愛 媛)
16.3% 37.6% 44.7%

//1.4%一
/43!

N=141

Es中

(岩 手)
N=93

To中

(熊 本)
8,3 79.2

2・T 、

10.4 N=48

Yo中

(鹿 児島) 囲 86.6
口
」
3一

3.0＼

N=194

Fu中

(和 歌山)

}1 17.713.1

N=66

Kinseyl7) 68.4

80

N=3588

　
日本性教育協議会 42.5 36 48.9

ヨ

目

]
2

N=2469

26)澤 田
27.5 14.5 26.1 31.9 Nニ69

28)多

田 43.6 54.9
ll・ 一912

1.4

図1精 通 の 初 発 形 式
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形 式 は,Yu中 の 資料を除いては,少 数例が多い。 これ ら自慰,遺 精に対 して,夢 精 は各 申

学 と も多 く,44.7%か ら86.6%ま で 分布 してい る。

Ki鳳seyの 報 告で は,米 国で は約%が 自慰に よって精通す るが,本 資料で はFu中 の42.4

%が 一 番多 く,多 田(1976)28)の 資 料 の43.6%に し て も自慰 は全体 の半数 に達 しない。逆に

Kinseyの 資 料に くらべて多いのは,夢 精であ る。 どの調査事 例で もKinseyの 値 を下 回る

ことはない。

日本においては,標 本差 もかな り大 きいが,自 慰形式が少 な く,夢 精形式が多い とい えよ

う。ただ し,Willoughby,R.R.(1937)33)も 指 摘 してい るよ うに,自 慰群 の数値 は最低限 の

値 と見 るのが妥当で あろ う。

ii)精 通 時期について

先 に述 べた様に,女 子の初 潮年齢に関 しては,古 代 よ り関心が持 忙れ2),現 代 におい て も

日本 国内は もとよ り,世 界 各地 でデ ータが収集 されてい るが,精 通時期 に関してはその平均

像す らつかめない状態で ある。

本資料 で中央 値(Median)を 確 認で きた4中 学の数 値 と,意 識調査 の際に得 た精通 の有

無をProbit法8)に よ って計 算 した結果(精 通率50%年 齢)は 以下 のよ うで ある。

Yu申 学(3年 生)

To中 学(3年 生)13歳9ヵ 月

Es申 学(3年 生)13歳10ヵ 月

Yo中 学(3年 生)14歳1ヵ 月

調査A(小6一 申3)14歳3ヵ 月

調査B(小6一 中3)13歳10ヵ 月

14歳1.5ヵ 月(初 潮

潮

潮

潮

潮

潮

初

初

初

初

初

(

(

(

(

(

12歳5.5ヵ 月)

i2歳4ヵ 月)

12歳4ヵ 月)

12歳9ヵ 月)

12歳6.5ヵ 月)

12歳6ヵ 月)

精通年齢の中央値は,早 い もので13歳9ヵ 月,遅 い もので14歳3ヵ 月であった。 これ らの

数値か ら日本全体の平均値を推測すれば,13歳 の後半か ら14歳の前半の間にあり,ほ ぼ14歳

前後に位置すると考え.られる。これ らの精通年齢はKinsey資 料の13.77歳,Ramsey資 料

の13.8歳 に比べてやや遅い程度であるが,本 調査と彼 らの調査とは調査時期に30年 以上の時

聞差がある。30年 以上の時代差があ りなが らなお,本 調査の精通年齢がアメリカに比して遅

いとい うことは,発 達加速現象の進行を想定す るとき日本の男子少年の性的成熟は相対的に

遅いとの結論を得る。

精通年齢 と,同 時に調査した初潮年齢 との年齢差は,1年4ヵ 月か ら1年8ヵ 月の間に分

布し,平 均的には」約1年 半であるとみ られる。精通年齢は,成 長速度ピーク年齢の男女差

約2年 を考慮すれば(図2参 照),約 半年前傾しているともいえる。 なお本資料の精通年齢
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図2身 長成長曲線(上)と 成長速度曲線(下)

と初潮年齢の間の相関は,0.61で 有意水準には達 しないが,同 地域にあっては,初 潮と精通

の早遅は対応関係にあると考えられ る。

上記の精通年齢は,初 発年齢を考慮しないで得 られたものであるが,初 発形式が精通の時

期に影響を与 えると考えられる。そこで,Yu中 の資料か ら初発形式別に平均精通年齢を求

めてみると以下の様になる。

自慰群

遺精群

夢精群

13歳1ヵ 月

13歳5ヵ 月

13歳8ヵ 月

(SD=11ヵ 月

(SD=10ヵ 月

(SD=9ヵ 月

N=23)

N・=48)

N・=59)
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これ らの数値は,既 精通群内での平均値であり,調 査段階では未精通群が存在するので,

各初発形式とも最終的には,平 均精通年齢は後傾すると考えられる。しかし,Ki亘sey報 告

同様,自 慰群の初発年齢が相対的に低 く,夢 精群が高い傾向が見 られる。Yu中 の精通年齢

の中央値は14歳1.5ヵ 月であり,こ れはKinseyの13.77歳 に比較して遅い。その一つの原

因はYu中 における自慰精通群の少なさにあると考え られる。逆に,精 通年齢と初潮年齢 と

の時差(1年8ヵ 月)が,成 長速度 ピーク年齢の時差(約2年)よ りも4ヵ 月早 くなってい

るのは,自 慰群の存在の影響が大きいためと考え られる。

iii)精通 と身体成長

ここでは,精 通時期と身体成長の関連を検討する。

a)成 長速度 ピーク年齢と精通年齢

表1最:大 発育年(PV)と 精通年齢の分布

自 慰 副 一・ 一 ・i一 ・pvl・ ・+・+・i+・

身 長

座 高

体 重

胸 囲

1

1

1

4

3

7

8

7

7

4

4

1

2

1

1

遺 精 群 「 ・1一 ・1一 ・1・V+・+・+・i・ ・

身 長

座 高

体 重

胸 囲

1

1

1

2

1

1

2

2

3

11

14

16

13

16

13

11

13

7

4

4

5

2

1

夢 精 群 一・i一 ・1一 ・!・vl・ ・i・ ・i・ ・1・ ・

身 長

座 高

体 重

胸 囲 1

6

10

7

9

10

14

21

17

14

6

5

5

4

4

2

2

1

1

1

表1は 個人別に,身 長,体 重,胸 囲,座 高の各最大発育年(PVと 略)と,精 通のあった

年度との関係を見たものである。例えば,自 慰初発形式では,身 長の最大発育年中に,精 通

のあっ忙 ものは,13名 中7名 であ り53.8%を 占める。自慰初発群では身体の最大発育年に

精通が多いよ うである。 これが遺精群になると,身 長では最大発育年に36名 中11名(30.6



82

%),翌 年に16名(44.4%)と い うよ うに最大発育年の翌年に精通が多発する傾向があるが,

座高,体 重では最大発育年に多発する傾向がみ られる。遺精群では身体の最大発育年か ら翌

年にかけて精通が多発する傾向にあるといえよ う。夢精群において,身 長の最大発育年との

関係をみると,精 通は2年 後が ピークで35名 申14名(40%)で ある。座高,胸 囲,体 重で

は,そ れぞれ最大発育の翌年に,40%,48.6%,60%の 割合で精通が多発している。夢精の

初発は身体の最大発育年の翌年に多発し,初 潮 と類似した傾向を示す。

この個人の最大発育年と精通年の関係は,集 団における身体各部の成長速度 ピーク年齢と

精通年齢の平均値を生起順に並べてみると理解で きよ う。

自慰群 身長成長速度 ピーク年齢

座高成長速度 ピーク年齢

精通年齢

体重成長速度 ピーク年齢

胸囲成長速度 ピーク年齢

遺精群 身長成長速度 ピーク年齢

座高成長速度 ピーク年齢

体重成長速度 ピーク年齢

胸囲成長速度 ピーク年齢

精通年齢

夢精群 身長成長速度 ピーク年齢

座高成長速度 ピーク年齢

体重成長速度 ピーク年齢

胸囲成長速度 ピーク年齢

精通年齢

12歳6.9ヵ 月(SD=10.1ヵ 月)

12歳8.8ヵ 月(SD=11.1ヵ 月)

12歳10.2ヵ 月(SD=10.6ヵ 月)

12歳11.5ヵ 月(SD=7.9ヵ 月)

13歳1.4ヵ 月(SD=7.8ヵ 月)

12歳8.0ヵ 月(SD=7.7ヵ 月)

12歳9.2ヵ 月(SD=8.3ヵ 月)

12歳10.7ヵ 月(SD=7.6ヵ 月)

12歳11.5ヵ 月(SD=7.2ヵ 月)

ユ3歳3.5ヵ 月(SD=10.2ヵ 月)

12歳3.9ヵ 月(SD=9.3ヵ 月)

12歳7.9ヵ 月(SD=11.4ヵ 月)

ユ2歳8.9ヵ 月(SD=8.4ヵ 月)

12歳1.7ヵ 月(SD=1年0.9ヵ 月)

13歳8.9ヵ 月(SD=6.5ヵ 月)

以上の様に,遣 精と夢精群では,体 重成長速度 ピーク年齢と精通平均年齢の間には,各 々

約5ケ 月,10ヵ 月の時差が存在し,身 体の成長が ピークを過 ぎてか ら,精 通が生ず るのが平

均的である。しかし,自 慰群のみが,座 高と体重の成長速度 ピーク年齢の間に精通が位置す

る。 これは,い わば身体が最大の発育を示している真最:中に,精 通が生ずることを示してい

る。

以上よ り,身 体の最大発育時期と精通年齢の時間的前後関係は,初 発形式によって異なる

といえ.る。遺精,夢 精のよ うに,自 慰よ りも能動性の少ない ものほど,身 体の最大発育期 と

時差をおいて精通が生じることを示している。自慰では初発にさいし,充 分な成長をまたず



男子精通現象にいて 83

して,精 通が生ずる可能性があるのに対して,夢 精では相対的に充分な成長をみてか ら精通

が生起する傾向がある。夢精では,精 通が最大発育年の翌年に多発するが,こ れは初潮がや

はり最大発育年の翌年に多発す るのと同じ傾向である。男子精通現象にあって,夢 精は初潮

同様,自 然現象に近い ものであるといえよ う。しかし,夢 精形式を含めて,い ずれの初発形

式において も,精 通年齢と成長速度 ピーク年齢の間には初潮年齢と成長速度ピーク年齢の間

にみられたよ うな明確な正相関関係はみられなかった。

精通は,と くに自慰 とい う能動的行為においても,青 年期成長スパー トを無視して生起し

えない。精通は,青 年期成長スパー トのピーク時の前後に生じるのである。発達加速現象の

進行に伴な う最大発育年の前傾は,と りもなおさず最大発育年 と並行 して精通年齢 も前傾 し

ている乙とを示す。ナこだし,精 通年齢は上述のよ うに,初 発形式における自慰等の比率によ

って変化す ることが予想 され,最 大発育年か ら簡単に引 き出されるものではない。

b)精 通年代 と成長水準

初潮年代と身体成長水準 との間には,明 確な相属関係がみ られ,思 春期前後にあっては,

身

長

㎝
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120

110

既精通群

未精通群

7891011121314満 年 齢
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喬・

盛 、
量

2

1

0

既精通群
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78910 .11121314満 年齢

図3身 長成長の比較:既 精通群と未精通群

(上=成 長曲線,下:成 長速度曲線)
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図5遺 精群 精通年代別身長成長曲線
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図6夢 精群 精通年代別身長成長曲線

初潮年齢の早いものほど身体成長水準が高いことが指摘 きれている14)。精通年代 と身体成長

水準の関係においてそのような相属性が存在するかについて検討する。図3～6で は,精 通

年代 と身長の成長水準の関係を呈示した。

図3は,既 精通群全体 と未精通群全体の身長の成長過程を比較しだものである。明 らかに

既精通群(早 期精通群)の ほ うが未精通群(後 期精通群)よ り成長水準が高く,思 春期成長

スパー トのピークの時期 も早い。この既精通群を初発形式別にわけ把 ものが図4～6で ある。

初発形式の如何を問わず,12歳 代までに精通のあった ものは各年齢段階とも,13歳 代以降の

精通者に くらべて成長水準が高い傾向がある。ただし遺精群 と夢精群では,13歳 精通群 と14

歳精通群の間で成長水準が逆転している。わずかではあるが,14歳 精通群のほ うが13歳 精通

群の成長水準を上回る傾向がみられるのである。勿論成長水準の低い未精通群の申には,調

査時点以降14歳 代で精通が生 じるもの もいると考えられるので,図5,6の14歳 代精通者の

成長水準は確定したものではなく,多 少低下することが考えられる。しかし,14歳 代精通群

の成長水準は少なくとも13歳代精通者の成長水準よ り大幅低下す ることはないと考えられる。

このよ うにみると,男 子の精通はある年齢を境 として,精 通に際しての身体水準の関与の度
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合に差があることが予想 きれ る。なお女子の初潮現象では,来 潮年代によって肥痩係数の年

齢推移 も明確に区分 きれる傾向がみ られナこが14)27),精通現象における精通年代と肥痩係数の

関係は不明確であっだ。以上の精通年代 と成長水準の関係は,体 重,胸 囲,座 高において も

ほぼ同様の傾向であった。

c)臨 界水準

男子の精通現象において,女 子の初潮現象における体重,胸 囲の臨界水準的9)10)14)なもの

が存在するか どうかは興味深い問題である。 これは女子の身体成長と初潮の関係にみ られる

成長 ・成熟の相属性が,男 子の精通現象に もみ られるか どうか とい う問題に係わってくる。

言い換えれば,男 子の性的成熟にあっては,常 にその能動性,意 志性とい うものが問題にさ

れるが,こ れはそのような能動性,意 志性がどこまで,身 体性を脱却し うるか とい う問題で

もある。

次に,女 子初潮におけると同様,既 精通者の精通年齢(tE)と 精通時成長水準の回帰直線

を求める。(Yu中 資料)

精 通 時 身 長(cm)=143.10÷4.46(tE40)

精 通 時 体 重(kg)=34.39十3.25(tE-10)

精 通 時 胸 囲(cm)一66.83+2.23(tE-10)

精 通 時 座 高(cm)=77.93十1.75(tE-10)

精 通 時 肥 痩 係 数=22.982-0.095(tE-10)

γ=.49***注2)

γ=.42***

γ=.39***

γ=。35***

γニ ー.11

この結果,次 のよ うなことがわかる。初潮においては,初 潮時身長 ・座高の値は初潮年齢

の早遅 と正の相関関係を もち,体 重,胸 囲は初潮年齢の早遅 と無相関で有意な変化を示 きな

かったが14>,こ れに対し精通時身長,体 重,胸 囲,座 高はすべて精通年齢 と正相関を もつ。

精通年齢が増加するに従って,そ の時点での成長水準 も高 くなる。ただ精通時の肥痩係数は,

一定傾向がみ られる。肥痩係数は,身 長,体 重の二次的な指標であり,漸 減して漸増す るそ

の性質を考えると,直 ちに臨界水準とみなすわけにはいかない。しかし,こ れに関する検討

は将来の課題であるといえよ う。

このよ うに精通現象全体に共通する臨界水準的な ものは存在しない といえよ う。しかし,

澤田(1975)26)で は,夢 精群が精通時体重一定傾向を示 してお り(図8参 照),初 発形式別に

みると臨界水準的な ものを示す可能性がある。 この問題 を検討するために,初 発形式別に上

記回帰直線の分析を行な うと以下のよ うになった(図 ワ参照)。

自慰群 精通時身長(cm)=152.23+0.40(tE-10)γ=.06



男子精通現象にいて 87

遺精群

夢精群

精 通 時 体 重(kg)=41。80+0.42(tE-10)

精 通 時 胸 囲(cm)=70.20+0.86(tE-10)

精 通 時 座 高(cm)=83.36-0.49(tE-10)

精 通 時 身 長(cm)=138.72+5.91(tE-10)

精 通 時 体 重(kg)=32.28+3.78(tE-10)

精 通 時 胸 囲(cm)=65.51+2.44(tE-10)

精 通 時 座 高(cm)=76.95+2.12(tE-10)

精 通 時 身 長(cm)=141.00十4.72(tE-10)

精 通 時 体 重(kg)=34.96十3.23(tE-10)

精 通 時 胸 囲(cm)=68.55+1.90(tE-10)

精 通 時 座 高(cm)=77.26十2.31(tE-10)

γ=.08

γ=.20

γ=一 ユ1

γ=.66***

γ=.50***

γ=.42**

γ=.46**

γ=.46***

γ=.36**

γ=.32

γ=.36**

本資料(Yu中)に よると,自 慰群の精通時身体水準は,精 通年齢の早遅にかかわ らず,

変化の度合が少ない結果 となった。しかし,別 資料(Yo中)の 身長,体 重を分析してみる

と,以 下のよ うな結果がえ られた。

自慰群

遺精群

夢精群

精 通 時 身 長(cm)=129.55十7.77(tE-10)

精 通 時 体 重(kg)=30.21十4.26(tE-10)

精 通 時 身 長(cm)=138.34+4.70(tE-10)

精 通 時 体:重(kg)=33.03÷2.81(tE-10)

精 通 時 身 長(cm)=137.65十5.02(tE-10)

精 通 時 体 重(kg)=27.62十4.87(tE-10)

γ=.57(N=9)

γ=.31(N=9)

γ=.61(N=8)

γ=.49(N=8)

γ=.49***(N=129)

γ=.47***(N=129)

標本数が少なく,回 帰係数は有意水準に達 しないが,そ の値か らいって,い ずれの初発形

式にも臨界水準的なものを求めるのは困難であると思われる。

これらの結果 と澤田(1975)26)の 結果,さ らに上記精通時期と最大発育年の関係を考え合

わせると,臨 界水準的傾向を示す可能性が一番高いのは,夢 精形式 といえる。 この夢精形式

に臨界水準的なものがみられない以上(図7,8),部 分集団で臨界水準的な傾向を示す も

のがあったとして も精通現象全体 として,ま た初発形式別にみても,身 長,体 重のよ うな直

接的な指標によって,臨 界水準的な ものを求めることはむずかしいといわなければな らない。

むしろ臨界水準的な指標が存在しないことこそが,男 子精通現象の特徴であるといえよ う。

それ故,男 子の精通は,そ の生起に際して身体発達か らの束縛が初潮に比較して相対的に緩

和 きれているとみなす ことがで きよ う。
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iv)季 節効果

ここでは,男子精通現象に月別生起率に差があるかどうかを検討する。図9は 調査Aの 際に

得 られた資料を用いたもので同調査の初潮の月別生起率を同時に示した。これによると,精通,

初潮ともに月別生起率の分布に差があ り(Pr〈0.1%),季 節効果がみ られるといってよ㍉㌔
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8月,4月 の順に多発するのは,精 通,初 潮に共通しているが,精 通は1G月,5月,6月

の生起率が初潮よりも高い。一方,初 潮生起のピークの一つである1月 の精通生起率は年間

を通して一番低い。

精通は一般的には4月 か ら10月に多 く,11月 か ら3月 に少ないといえよ う。身長,体 重の

成長にみ られるよ うに,自 然の環境要因 として,温 度,日 光等が関係している可能性がある。

ただし,7月,9月 が前後の月より低 くなっているのは興味深い。例えば,試 験のよ うな年

中行事,言 い換えれば,社 会的環境条件の影響を示唆している。初潮,精 通ともに8月 に最

多発するのは自然環境要因 とともに,夏 休みの開放感,男 子にあっては,環 境か らの性的刺

激の増大等の影響が考えられる。
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このような季節効果は,成 長期における身長や体重の増加量に も指摘 されてお り,身 長は

春,体 重は秋に増加量が大きいときれてお り30),こ の身体成長の周期の影響 と初潮,精 通の

生起率の間に相関があることも考えられる。いずれにしても,初 潮 と精通にみ られるよ うな

季節効果は,原 因と結果の影響のはっきりしているものではない。しかし,人 間の身体は,

成長過程において,栄 養は勿論の こと温度の高低や 日光量 といった自然の環境的条件の変化

の影響)29)30)とともに,社 会的環境条件の影響を受けていることはまちがいない。

V.要 約

i)男 子の精通年齢の平均は14歳 前後にあると推定 きれ,女 子の初潮年齢よ り約1年 半遅

れるとみられる。 これは男女の最大発育年の時差約2年 よりも,半 年短かい。

三i)精通の初発形式では,Kinsey報 告等に比較して,夢 精が多 く,自 慰が少ない。 この

初発形式の差が発達的に意味があると考え られる。

iii)精 通年齢の分布,初 発形式の比率の分布には地域差がみ られる。同一地域内の初潮年

齢 と精通年齢の間には相関があると思われる。

iv)既 精通群は未精通群よ りも成長水準が高い。既精通群で も,そ の初発形式によって身

体成長に差のある可能性がある。しかし,精 通年齢の早遅 と身体的成長の間には,初 潮 と身

体成長の間にみられたほどの相関はなかっアこ。

v)精 通現象 も,初 潮同様,最 大発育年との関連において生起する。自慰形式は,最 大発

育年に,遺 精は,最 大発育年 とその翌年に多発する傾向がみ られる。夢精は,初 潮 と同様,

最大発育年の翌年に多発する。青年期スパー トと精通年齢との時間関係は,初 発形式によっ

て差がある。

vi)精 通には,全 般として初潮時の体重にみ られたよ うな身体成長水準についての一定傾

向はみ られない。 このだめ,精 通に対する臨界水準的な指標は存在しない と考えられる。

viD精 通には,初 潮と同じく季節効果がみ られ,8月 に最 も多 く,1月 に最:も少ない。

女子の初潮現象がその身体的成長 との相属性に特徴があるとすれば,男 子の精通現象はそ

の初発形式の多様性 と身体成長 との相属性の薄さに特徴があるといえよう。アこだし,男 子の

精通 といえども身体成長を全 く無視しては生起 しえない。精通は思春期成長 スパー トの頂点

の周辺で生起す る傾向がみ られる。

発達加速現象に伴な う,性 的成熟年齢の前傾現象は,発 達途上において,よ り未熟な人格

段階で性成熟を迎える危険性を もた らしているが,こ の影響は男子に こそ影響が大 きいと考

えられる。男子にあっては,精 通時における有意性,快 感の附加,ま た初発後直ちに性行動
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が欲求化す るとい う特徴がある。結果 として,前 田(1973)21)が 述べているよ うに,青 年期

の男子にあっては,人 格全体に組み込まれない衝動の独走す る可能性がますます高まること

となる。しかしまた,そ れ故に,男 子め性的発達の過程に,教 育,社 会,文 化等の影響が大

きく存在する余地が残ってお り,準 拠集団としての成人,仲 間集団の責任 もまナこ大 きいと.い

えよう。

男子の性成熟,と りわけ精通現象生起に関する研究は,男 性の性生活の出発点とい う,発

達的な観点か ら一層推進 されなければならない。精通は,男 性の性的同「性鷺いやお うな く

自己確認させ られる現象である。このため,思 春期における発達的指標としての精通の価値

を再確認する必要が ある。
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ASTUDYONFIRSTEJACULATIONINCOMPARISON

WITHMENARCHE

ToshihikoHINOBAYASHI

Thisstudyconcernswiththesexualandphysicaldevelopmentofadolescentboys

andgirls.Menarcheisconsideredasadistinctindexofadolesce皿tcha且gesindeve-

10pment,whiIethereisnocorrespondiロgphenomenon三nboys'puberty.

Theageandformoffirstejaculatio旦canbeal1量ndexwhichishighlyvariableand

sensitivetoavarietyofinternalandexternalfactors.

Inboys'developmelltfirstejaculatio且isthepheロomenonofcomやarativesignificance

withmenarche.Itshouldbestudiedmoreindetail,speciallyincolltextwithitsform.

1且theprese且tresearch,firstejaculationinJapa亘eseboyswasstudiedincompari一 .

sonwithmenarche.Themai且f三ndingsareasfollows.

1)The皿eanageoffirstejaculationisabout14years,whilethemeanageofme-

narcheisabout12.5years.

2)Themainformoffirstejaculationi且Japanisnocturnalpollution.Thenu皿berof

thecaseof皿asturbationisgenerallysmallerthanitwasshowninkinsey'sreport.

3)Firstejaculat三 〇noftentakesplaceataboutapeakofthevelocityinbodiiygrowth.

Masturbationoccursilltheyearofthepeakvelocityinbodilyheightand,nocturnal

pollutionoccursinthenextyearofthepeakvelocity.

4)Thebodilyweightatthetimeofme皿archeisalmostconstantatabout41kg,

butforboysthereisIlbtsuchaconstantrelationbetweenthebodilyweightalld

theageoffirstejaculatio且.

5)Theoccurrenceoffirstejaculationchangesbyseasonaleffectlikemenarchedoes;

firstejaculatiQnoccursmostfrequentlyinAugust(.likemenarche)andleastfre-

quentlyinJanuary(unlikemenarche).


